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1990 年代後半で比較を行った。作業仮説は，① 1980 年代前半と 1990 年代後半では画面上の樹木
画の位置に違いがある，② 1980 年代前半と 1990 年代後半では中央部に描かれる樹冠部の位置に違










深田は論文の中で，「茲に問題とするのはKoch によるTree-Drawing Test ではなくて Buck によ
る House-Tree-Person Test におけるTree である」と断っている。佐渡によれば，日本で発表さ
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バウムの形態について，10 カテゴリー 27 指標を設定して比較分析を行っている。その結果，個人
のバウム表現に 10 ～ 40％の変化が生じていると認められること，それらの変化は，用紙の使い方
や枝の本数・構造，樹冠の有無を含む形態，バウム以外の描写においてみられる可能性が高いこと





























研究は，Koch によれば Grünwald が空間図式を実証的に示したに用いたとされる置きテスト
（Legetest）を研究の方法に用いたものであるが，未発表であったので，ここに記す。
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された「内向―外向系統」11 項目と，「情緒性系統」17 項目を用い，Lie-Scale としてMPI 性格検
査の Lie-Scale の項目より，10 項目を取り入れたものを用いた。
② Legetest（置きテスト）








2―3―2．被験者：C大学　文科系学生 106 名（男子 29 名，女子 77 名）




























　Grünwald の空間象徴図式にしたがって，Legetest の紙面を上下・左右，各々 2分割し，4領域
とし，図 3の通り，第 1象限，第 2象限，第 3象限，第 4象限と名づけた。
② Legetest の結果

















象限 象限Ⅰ 象限Ⅱ 象限Ⅲ 象限Ⅳ 合計 χ2
男
過去 8 12 2 3 25 12.28**
未来 4 3 15 3 25 16.44**
女
過去 16 44 4 6 70 55.3***
未来 14 0 45 11 70 63.8***
df ＝ 3**　　p＜ .001　　***P ＜ .0001


















　本研究の被験者群が，母集団の正しい標本であることを仮定して，男子 29 名女子 77 名
について男女別に，YG性格検査簡略版の標準化を行った。その結果は，表 3に示す通りである。
表 2　過去性・未来性と象限
象限 象限Ⅰ 象限Ⅱ 象限Ⅲ 象限Ⅳ 合計 χ2
男
過去 8 12 ― ― 20 0.8
未来 ― ― 15 3 18 8.2**
女
過去 16 44 ― ― 60 17.7***
未来 ― ― 45 11 56 20.6***
df ＝ 3**　　p＜ .001　　***P ＜ .0001
表 3　YG性格検査簡略版　平均得点
内向性―外向性得点 情緒性得点 Lie Scale
男 女 男 女 男 女
平均得点 17.1 16.5 24.8 23.1 17.7 17
SD 3.1 3 5.1 4.1 2.1 1.9
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2―4―3．バウム・テストの整理
　まず，Legetest の場合と同様に，描画紙面を 4つの象限に分割し，紙面左上を第 1象限，左下





　Legetest を整理した結果，過去性については，第 1象限と第 2象限とに投映される傾向が認め
られた。このうち特に第 2象限に投映される傾向が強い。同様に，未来性については，第 3象限と











を調べた。まず，Legetest で，過去を第 1象限ないし第 2象限に置いたものを選び出した。その
結果，61 枚（男子 15 枚，女子 46 枚）の樹木画を得た。次に Legetest で過去を第 1象限（紙面左上）
に選んだもの 18 枚（男子 5枚，女子 13 枚）について，バウム・テストの第 1象限の描画面積と
Legetest における過去の面積との相関係数を算出した。第 1象限における Legetest における過去
の面積とバウム・テストの描画面積との間の相関係数は，男子，女子ともに低かった。これは，
Legetest の第 1 象限に投映された過去性と，描画面積の間には関連性がうすいことを示すものと
考えられる。
　次に，Legetest で第 2象限（紙面左下）に過去性を投映したものを選び出し，53 枚（男子 10 枚，









　Legetest で，未来を第 3象限に選んだもの（未来性を第 3象限に投影しているもの）と，第 4
象限に選んだもの（未来性を第 4象限に投影しているもの）とに着目して，それぞれのバウム・テ





　まず，Legetest で，未来を第 3象限ないし第 4象限に置いたものを選び出した。その結果，68
枚（男子 16 枚，女子 52 枚）の樹木画を得た。そして，Legetest で過去を第 3象限（紙面右上）
に選んだもの 55 枚（男子 12 枚，女子 43 枚）について，バウム・テストの第 3象限の描画面積と
Legetest における未来の面積との相関係数を算出した。男子においては，相関係数 r＝－0.72 とな
り，第 3象限における Legetest の未来の面積とバウム・テストの描画面積との間に，統計的に有
意な逆相関関係が認められた。女子においては，相関係数 r＝0.11 で，相関関係が認められなかった。
これは，Legetest の第 3 象限に投映された未来性と，描画面積の間には関連性に，男女差がある
ことを示唆している。男子においては，Legetest で第 3象限に未来性を投影したものは，バウム・
テストで第 3象限に描画する量は少ない，関係であることがわかった。一方，女子においては，
Legetest で第 3象限に投映された未来性と，第 3象限の樹木画の描画面積とは，関連性がうすく，
未来性と描画量との関係を示すものはなかった。次に，Legetest で第 4 象限（紙面右下）に未来
性を投映したものを選び出し，13 枚（男子 4枚，女子 9枚）を得た。各樹木画の第 4象限の描画
面積と Legetest における未来の面積との相関係数を算出した。女子において，相関係数 r＝－0.31
であり，統計的に有意な相関関係は認められなかったが，逆相関関係にあることが窺がえた。これ
は，Legetest において，第 4象限に未来性を投映したものは，バウム・テストにおいて，第 4象
限の描画面積が少なくなる傾向にあることを示す。第 4象限に未来性を投映するものは，第 4象限
に描画することが少ない，ということを示すものといえるだろう。一方，男子においては，その相
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間の相関係数は，男子で r＝－0.72，女子で r＝0.11 となり，男子に統計的に有意な逆相関関係が認
められ，女子には有意な関連性は認められなかった。第 4象限に関して，Legetest の未来の面積
































性の検討対象とした。このようにして，内向性の検討対象の樹木画 26 枚（男子 6枚，女子 20 枚）


























































う。」について 2―4―5 に述べた通り，男子においては，Y-G 簡略版で社会的内向ないし社会的外向
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3．研究 2　1980 年代前半と1990 年代後半における青年期の樹木画の位置について
3―1．問題と目的
　バウムテストが日本に紹介された 1960 年代以降半世紀の間に行われた研究は，佐渡（2010）によっ
















にある，1980 年代から 2015 年までの樹木画の中から，1982 年と 1983 年に得た樹木画と，1997 年
～ 1999 年に得た樹木画を取り上げ，比較検討した。作業を進める上で，次の作業仮説を立てた。
作業仮説 1：1980 年代前半と 1990 年代後半では，画面上の樹木画の位置に違いがある
作業仮説 2：1980 年代前半と1990 年代後半では，画面中央部に描かれる樹冠部の位置に違いがある
作業仮説 3：1980 年代前半と 1990 年代後半では，画面中央部に描かれる幹の位置に違いがある
作業仮説 4：1980 年代前半と 1990 年代後半では，画面中央部に描かれる根の位置に違いがある。
3―2．方法
3―2―1．研究の材料
　① 1982 年に短大生に実施した樹木画 76 枚　② 1983 年に短大生実施した樹木画 82 枚　③ 1997
年に短大生に実施した樹木画 37 枚　④ 1998 年に大学生に実施した樹木画 68 枚　⑤ 1999 年に大学
生に実施した樹木画 26 枚　描画者の描画時の年齢は，19 歳から 21 歳であった。












　樹木上部が画面内に収まっている割合は，80 年代前半で 62.66％であったのに対して，90 年代後
半では 74.81％。樹木下部の割合は，80 年代 62.03％，90 年代 79.39％。樹木左の割合は，80 年代
83.54％，90 年代 80.15％。樹木右の割合は，80 年代 87.97％，90 年代 82.44％であった。t検定によっ









　樹冠上部が中央内部に描かれている割合は，80 年代前半で 1.91％であるのに対して，90 年代後
半では 8.40％で，p ＜ .01 で有意差があった。樹冠下部の割合は，80 年代 83.44％，90 年代




　幹上部が中央内部に描かれている割合は，80 年代前半で 0.75％，90 年代後半で 0.92％。p＜ .01
で有意差あり。幹下部の割合は，80 年代 0.13％，90 年代 0.22％。p＜ .01 で有意差あり。幹左の割
合は，80 年代 0.89％，90 年代 0.92％。有意差なし。幹右の割合は，80 年代 089％，90 年代 0.94％。
p＜ .01 で有意差あり。これらの結果から，90 年代後半に描れた樹木画の幹のサイズが，80 年代前






で有意差あり。根の下部の割合は，80 年代 6.33％，90 年代 11.45％。p＜ .01 で有意差あり。根の
左の割合は，80年代 3.80％，90年代 12.98％。p＜ .01で有意差あり。根の右の割合は，80年代 7.01％，




　上述の結果から，作業仮説 1：1980 年代前半と 1990 年代後半では，画面上の樹木画の位置に違
いがあるについては，部分的に支持されたといえるだろう。80 年代前半の樹木画は，90 年代後半
表 4　80 年代前半と 90 年代後半の樹木画における位置指標別の出現割合
樹木の画面内の位置（％）
80 年代前半 90 年代後半
????????
樹木上部 62.66 74.81 p ＜ .01




樹冠上部 1.91 8.40 p ＜ .01
樹冠下部 83.44 88.55
樹冠左 3.85 16.79 p ＜ .01
樹冠右 10.26 25.19 p ＜ .01
幹上部 0.75 0.92 p ＜ .01
幹下部 0.13 0.22 p ＜ .01
幹左 0.89 0.92
幹右 0.89 0.94 p ＜ .01
根上部 13.92 25.95 p ＜ .01
根下部 6.33 11.45 p ＜ .01
根左 3.80 12.98 p ＜ .01
根右 7.01 15.27 p ＜ .01





　次に，作業仮説 2：1980 年代前半と 1990 年代後半では，画面中央部に描かれる樹冠部の位置に
違いがあるについては，80 年代前半と 90 年代後半では，樹冠下部を除いて，有意な差が認められ
ている。この差は，90 年代後半の樹木画の樹冠が，80 年代前半の樹木画の樹冠より画面下方に描
かれる傾向のあることを示しているといえる。このことは，90 年代後半の樹木画が 80 年代前半よ
り下方に描かれるという傾向を示唆するものともいうことができよう。
　作業仮説 3：1980 年代前半と 1990 年代後半では，画面中央部に描かれる幹の位置に違いがある
については，幹の左を除いてすべての位置指標に 80 年代前半と 90 年代後半に有意差がみられた。
いずれも，90 年代後半の方が 80 年代前半に比べて，幹が中央内部に描かれることが多いことを示
している。幹の上端や幹が根につながる部分が中央内部に描かれている割合が高いのである。この
ことは，樹木全体が上方ないし下方に描かれていることを示しているということもできる。
　作業仮説 4：1980 年代前半と 1990 年代後半では，画面中央部に描かれる根の位置に違いがある
については，根の上部，下部，左，右のすべての位置指標で，80 年代前半と 90 年代後半に有意差
がみられ，いずれも 90 年代後半で根が中央内部に描かれる傾向が，80 年代前半より強いこと示し
ている。
　80 年代前半と 90 年代後半の樹木画の描かれる位置に差異がみられたことは，80 年代前半と 90
年代後半の樹木画全体に，何らかの差異があることを示唆している。








⑷　林勝造，国吉政一，一谷彊（訳）（1970）バウムテスト。日本文化科学社〔Koch, C. (1952) The 
Tre Test: Tree-Drawing Test as an aid in psychodiagnosis. Hans Huber, Bern。〕ⅲ
⑸　津田浩一（1992）日本のバウムテスト―幼児・児童期を中心に　日本文化科学社。
⑹　林勝造，国吉政一，一谷彊（訳）（1970）前掲書
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A Study of Positions of Trees in Adolescent Baumtests (Tree-
drawing Tests) Drawn in the Early 1980s and the Late 1990s
Mayumi YAMADA
Abstract
　The purpose of this paper is to investigate the validity of Baumtests (tree-drawing tests). 
Differences in positions of trees in adolescent drawings made in the early 1980s and positions of 
trees in adolescent drawings made in the late 1990s were examined.  This study was based on 
the following assumptions: (1) there would be differences between the amount of space used in 
the positions of trees in drawings made in the early 1980s and drawings made in the late 1990s; 
(2) there would be differences in the positions of the crowns of trees in the central drawing 
space between drawings made in the early 1980s and drawings made in the late 1990s; (3) there 
would be differences in positions of tree trunks in the central drawing space between drawings 
made in the early 1980s and drawings made in the late 1990s; (4) there would be differences in 
the positions of tree roots in the central drawing space between drawings made in the early 
1908s and drawings made in the late 1990s.  The conclusion of this study is that there are 
significant differences in positions of whole trees, tree crowns, tree trunks or tree roots in the 
central drawing space between drawings made in the early 1980s and drawings made in the late 
1990s As a result, it is likely that the reliability of Baumtests will not be confirmed, yet further 
study to confirm the reliability and validity of Baumtests is needed.
Key words: Baumtest, Legetest, schema of space symbolism, reliability
